
122

RETIO.  NO.131  2023年秋号  

③　主要原因別　苦情・紛争相談件数

　⑴　全体件数

令和４年度に宅地建物取引業法主管課
で対応された607件を原因別にみると、
「重要事項の説明等」（重要事項の不告知
を含む。以下同じ。）に関するものが204
件と最も多く、次いで「契約の解除」（ロ
ーン不成立による契約解除を含む。以下
同じ。）の55件、「瑕疵問題」（瑕疵補修
を含む。以下同じ。）の49件、「契約内容

に係る書面の交付」の36件、「報酬」（高
額報酬の請求を含む。以下同じ。）の26
件と続いている。
最も多い原因である「重要事項の説明

等」は、平成26年度以降８年連続の減少
となったが、構成比では、依然として高
い比率で推移している。

【表－11、図－11】

【表－11】 主要原因別　苦情・紛争相談件数（全体件数）
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　⑵　「売買」に係る苦情・紛争相談件数

宅地建物取引業者自らが売主として関
与した宅地建物の取引に関する苦情・紛
争相談件数223件を原因別にみると、「重
要事項の説明等」に関するものが68件と
最も多く、次いで「契約の解除」の29件、
「瑕疵問題」の23件、「契約内容に係る書

面の交付」の11件と続いている。
依然として、「重要事項の説明等」、「契
約の解除」及び「瑕疵問題」の主要原因
上位３要因で全体の約半数以上を占める
状況が続いている。 【表－12、図－12】

【図－11】 主要原因　上位５項目の構成比推移＜全体件数＞

【表－12】 主要原因別　苦情・紛争相談件数（売買）
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　⑶　「売買の媒介・代理」に係る苦情・紛

争相談件数

宅地建物取引業者が媒介又は代理とし
て関与した宅地建物の売買に係る取引で
の苦情・紛争相談件数233件を原因別に
みると、「重要事項の説明等」に関する
ものが83件と最も多く、次いで「媒介に

伴う書面の交付」の22件、「瑕疵問題」
の19件、「契約の解除」の18件と続いて
いる。
売買の媒介・代理でも依然として「重

要事項の説明等」の比率は高く、全体の
３割強を占めている。 【表－13、図－13】

【図－12】 主要原因　上位５項目の構成比推移＜売買＞

【表－13】 主要原因別　苦情・紛争相談件数（売買の媒介・代理）
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　⑷　「賃貸の媒介・代理」に係る苦情・紛

争相談件数

宅地建物取引業者が媒介又は代理とし
て関与した宅地建物の賃貸取引に関する
苦情・紛争相談件数151件を原因別にみ
ると、「重要事項の説明等」に関するも
のが53件と最も多く、次いで「報酬」の

15件、「契約内容に係る書面の交付」の
13件、「契約の解除」の８件と続いている。
賃貸の媒介・代理でも依然として「重

要事項の説明等」の比率は高く、全体の
３割強を占めている。 【表－14、図－14】

【図－13】 主要原因　上位５項目の構成比推移＜売買の媒介・代理＞

【表－14】 主要原因別　苦情・紛争相談件数（賃貸の媒介・代理）
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【図－14】 主要原因　上位５項目の構成比推移＜賃貸の媒介・代理＞


